
第26回 日本社会福祉士会・全国大会社会福祉士学会（山口大会）分科会　スケジュール表

２F　ロイヤルホール　西 中３F　長州 ２F　ロイヤルホール　東 中３F　西京 ２F　紅梅　Ⅲ

権利擁護 生活構造・福祉経営 相談援助・実践研究1 地域支援 実践研究２

稲嶺　裕子 岡田　多恵子 吉田　光子 今村　浩司 成田　すみれ

9：25～9：30 オリエンテーション オリエンテーション オリエンテーション オリエンテーション オリエンテーション

性の多様性とソーシャル
ワーカーの役割
－ＬＧＢＴに関する社会福
祉士の実態調査から－

ソーシャルワーカーの学び
の様相に関する質的調査
―自己教育力からの検討―

障がいのある人が親を自宅
で介護することへの支援
―自閉症スペクトラム障害
が疑われる介護者の成功要
因に着目してー

高次脳機能障がい普及支援
活動における支援とネット
ワーク構築について
高次脳機能障がい者支援状
況アンケート調査結果から

社会福祉士が障害者支援の
なかに文化芸術活動を根付
かせるためにすべきこと
～「障害者による文化芸術活
動の推進に関する法律案」の
成立を見据えて～

松尾　祐子（富山） 竹森　美穂（兵庫） 名越　しおり(青森） 高橋　美和（徳島） 白井　信光（東京）

≪共同研究者≫ ≪共同研究者≫ ≪共同研究者≫

荒木　晴美 白山　靖彦、南川　貴子 谷内　孝行

松井　尚子、鈴木　察子

永廣　信治

Ｎ県における児童虐待の現
状及び要因分析に関する調
査

公益的取組「認定就労訓練
事業」の受入れ現場で生じ
る交互作用と当事者の変化
について

特別養護老人ホームでの終
末期における社会福祉士の
支援について

在宅医療介護ニーズを抱え
るクライエントに貢献する
入退院連携システムへの取
り組み
～ＭＳＷによる支援環境構
築へのアプローチの一考察
～

「認知症家族の茶話会」の
10年の取り組み
介護者相互のピアサポート
支援の実践の振り返り

  乾　信一郎（奈良） 藤井　薫（東京） 山本　悠策（広島） 郡　章人（徳島） 村山　文彦（北海道）

≪共同研究者≫

服部　百恵

井村　洋平

林　春菜

高齢者虐待防止のための養
護者支援について
～虐待対応から「男性介護
者の集い」立ち上げの提言
とその効果の分析～

介護老人保健施設における
人材育成の手法開発に関す
る一考察
～ワークショップ学習を活
用した人材育成事例～

医療ソーシャルワーカーに
よる自宅退院へ向けての患
者と家族への支援

地域共生社会実現における
障害者フライングディスク
の有用性について
―イベントの質的アプロー
チによる検証を通して―

個別課題から地域課題を効
果的に取り組む支援機能分
化の一考察
－地域ケアシステムを前進さ
せるコミュニティデザインと専
門職性発揮の方法－

吉田　隆宏（広島） 髙鍋　竜一（福岡） 宮原　和沙（徳島） 山本　智弘（愛媛） 脇田　寛史（大阪）

中核機関に求められる機能
と成年後見センターの課題
～新潟県内の実践と今後の
方向性～

生活保護「中間的就労」事
業の日常生活自立・社会生
活自立への影響
―X市福祉事務所における
事業利用者インタビューの
分析―

基幹相談支援センターにお
ける“地域の相談支援体制
の強化の取り組み”の実践
評価について
～スーパービジョンの視点
から～

住民の主体形成を基盤とした
生活支援サービスの創出
―長野県Ａ市Ｂ地区での認知
症カフェ立ち上げプロセスを
事例に―

スーパービジョンの要素を
取り入れた多職種による事
例検討会に参加する
社会福祉士の「力量形成」
に対する意識

大澤　理尋（新潟） 内田　充範（山口） 長谷川　大史（茨城） 佐藤　哲郎（岩手） 田中　涼（島根）

専門職後見人による実務の
比較分析
施設入所（入居）している
被後見人の現状把握調査か
ら

児童養護施設に入所する子
どもの貧困と自立についてⅡ
～アフターケア（退所後支援）
に焦点をあてて～

虐待を疑われた高齢者夫婦
の生活を解明し、退院後の生
活を構築する
ソーシャルワーカーが取組ん
だ医療介護連携

独立型社会福祉士が実践す
る地域のつなぎ役になるソー
シャルワーク
～独立ソーシャルワーカーが
できること～

被災地における再建支援の
現状と専門職による支援の
在り方について
～行政福祉職としての立場
から～

日田　剛（宮崎） 植木　唯喜（神奈川） 田中　貴子（鳥取） 横田 一也（大阪） 重成　宏美（香川）

≪共同研究者≫ ≪共同研究者≫

川﨑　順子 髙橋　理恵

2

休憩　5分

10：40～11：10

休憩　15分

5 12：00～12：30

3

4 11：25～11：55

会　場

10：05～10：35

分科会

進　行

休憩　5分

9：30～10：00

休憩　5分

1



２F　孔雀 ２F　紅梅　Ⅰ 中３F　秋芳

自主企画シンポジウム１ 自主企画シンポジウム２ 山口特別分科会

梅木　幹司 吉原　徹 三輪　直之

オリエンテーション オリエンテーション オリエンテーション

《テーマ》
吉田松陰から人材育成を学
ぶ
～ソーシャルアクションを
起こせる人材とは～

〇シンポジスト 〇シンポジスト

　酒井　珠江 　潮谷　恵美

　伊藤　由美子 　片岡　靖子

　藤本　いづ穂 　野村　豊子

　寒林　美穂子

《シンポジウム》
子ども支援におけるネット
ワークと協働
～横断的支援の可能性～

〇コーディネーター
　田中　聡子（広島）

9：30～12：30

《シンポジウム》
認定社会福祉士制度におけ
るスーパーバイザー養成プ
ログラムの展開
スーパーバイザー養成の課
題と今後の方向性

〇コーディネーター
　岡田　まり（京都）

　山口県出身の吉田松陰は、
私塾である「松下村塾」を主
宰し、明治維新を境として激
動の日本を動かした人物を数
多く輩出したことで有名です。
明治維新150年を迎えた今日
においても、吉田松陰の人材
育成は現代にも通じると高く
評価されています。
　また、誕生から30年を迎え
た私達社会福祉士は、様々
な問題と向き合い福祉的課
題を解決すべく、更なる資質
向上を図っていかなければな
りません。
　今回、激動の時代に生きた
吉田松陰の人材育成に触
れ、複雑化・深刻化した課題
に対して、専門職として、社会
に対して役割と責任を果たす
ことができる人材の育成につ
いて考える特別分科会を企
画しました。

【講演】
○講演者
　一坂　太郎

【シンポジウム】
○コーディネーター
　三輪　直之

○コメンテーター
　一坂　太郎

○シンポジスト
　小林　武生
　尾中　未来
　藤本　真樹

会　場

分科会

進　行

9：25～9：30


